
令和４年12月第4回定例会
（全て　一問一答）

質問者 質　問　の　要　旨

・
令和３年度決算概要について
（主に実質公債費比率が示す指標及び経常収支比率の弾
力性など）

・町長就任（平成２１年度）以降の財政状況の推移について

・
町長就任以降のこれまでの総括とこれからの決意につい
て

・
町が台風１４号に対して実行した危機管理対応の状況につ
いて

・水門の管理体制及び消防団との連係について

・
大阪関西万博開幕まであと864日、内容はどのようなもの
か？

・岬町はどのような形で参画するのか？

・
万博まで、万博開催中、万博後も大きな影響が残る。万博
と連携・連動する専属の組織を作る必要があるのでは？

・岬町の災害の特色は？

・人工的に土砂を動かした危険区域はないのか？

・地域防災計画の定期的な見直しは必要ではないか？

・全町民を対象とした防災訓練を計画すべきでは？

・毎年積立をしていくとしても何年かかるのか？

・
福祉・防災施設等併設する事で建設補助金が出るので
は？

・調査研究してください。

・
建て替えまではかなりの年数がかかるのであれば、せめて
庁舎内の書類等の整理、整頓していただきたい！！

・
改めて各課の古いプレートをもっと来庁者にわかりやすい
ものに変更を望む。

・停電対策について

・炉について

・駐車場について

・永代使用許可後の墓建立について

・墓地の拡張について

・墓じまい後の対処について

一　般　質　問　通　告　一　覧　表

質問事項

（２）
過去からの教訓でま
ちを災害から守ろう

道工 晴久

瀧見　明彦

（１）
岬町の財政状況につ
いて

（１）
町立淡輪火葬場の管
理について

（２）
本年９月の台風１４号
に対する危機管理体
制について

2025年大阪万博を見
据えて

（２）
本庁舎内の整備につ
いて

（１）
本庁舎建て替えにつ
いて

（１）

竹原 伸晃

奥野 　学

（２）
町営墓地の管理につ
いて



質問者 質　問　の　要　旨質問事項

・
子ども医療費助成、多子世帯の保育料軽減の拡充につい
ての検討状況は？

・
子育て世帯において家計負担割合の大きい教育費の助成
を図るべきではないか。

・
各学校の教育のICT化の状況は？一人一台端末の授業や
家庭内での活用状況は？コロナ禍における学校の臨時休
業時の活用状況は？

・
教育のICT化の今後の具体的な目標と解決すべき課題
は？

・
行政全体が積極的にICT化を図り、教育のICT化を牽引す
べきではないか。

・岬町の年代別の選挙投票率の状況は？

・
若者の政治参加を促す取り組みとして来年4月の統一地方
選挙において、若年層の投票立会人を公募してみてはどう
か？

（１）
学校安全ボランティア
のなり手不足対策に
ついて

・
他の市町村でも取り組んでいる、防災行政無線を利用し
た、子供たちの呼びかけによる見守り活動(ながら見守り)を
実施してはどうか？

（２）
フードバンク事業につ
いて

・
町内各地区で開催されている、交流喫茶等を実施のボラン
ティア団体に支援できる、岬町独自のフードバンク事業を
実施してはどうか？

・

発熱外来の拡充について
　コロナ第８波による感染拡大から住民を守るために、大
阪府が市町村に「要請」した「出張型臨時発熱外来」を設置
する必要があるのではないか。

・

食糧支援について
　陽性者への食糧支援として岬町独自の支援の仕組みを
設けているが、大阪府の食糧支援の利用が前提となって
おり、見直すべきではないか。

（２）
「空き家対策」につい
て

・

「空き家バンク制度」の改善・活用等により「空き家対策」事
業が進められており、昨年10月には新たに「空き家活用株
式会社」との連携協定が結ばれた。「空き家対策」事業の
進捗・実績などを問う。

（３）
インボイス制度への対
応について

・

来年10月から開始予定のインボイス制度は、中小事業者
やライター・アニメーターなどのフリーランスの経済的・事務
的負担を大幅に増やし、事実上の廃業に追い込まれる懸
念がある。地方自治体の一部で、インボイス無登録業者や
免税業者を公共調達・入札から排除する動きがあるが、岬
町ではどのように対応する方針か。

（４）
特別支援学級・通級
指導教室の運営につ
いて

・
本年４月27日に、文部科学省から「特別支援学級および通
級による指導の適切な運用について」が発出されたが、こ
の通知にどのように対応していくのか。

（５） 介護保険について ・

国において介護保険法の見直しが検討されているが、利
用者・住民にとってどのような影響が及ぶことが懸念される
か。また、「不利益」が発生する場合、町独自の「救済策」
が必要ではないか。

（１）
子育て支援策のさらな

る拡充について

（２）
GIGAスクール構想の

実現に向けて

（１）
コロナ感染対策の強
化について

中原 　晶

（３）
若者の政治参加を促
す取り組みについて

早川　良

谷地　泰平



質問者 質　問　の　要　旨質問事項

（１）
国民健康保険につい
て

・手続きを簡素化し住民の利便性向上を求む！

（２） 町立幼稚園について ・町立幼稚園の運営について現状を問う！

（３）
新たなみさき公園につ
いて

・今後の整備計画はどうなっているか？

（１）

子どもたちの運動能
力向上と、住民等の社
会参画を促進させる、
スポーツ指導者の発
掘・育成の仕組みづく
りを！

・

　岬町には、スポーツ少年団やタコクラブなど、子どもたち
がスポーツに触れられ挑戦できる団体がありますが、今そ
の指導者不足により、十分な活動ができなかったり、後継
者がいないことにより今後の存続が危惧されているスポー
ツがあります。
　近隣の大学生や住民等が指導者として参画できる仕組
みをつくることで、その課題解決と、住民等の社会参画の
促進につながると考えます。
　そんな良い循環となる仕組みづくりについて、町の見解を
お聞きします。

（２）

来町者と納税者を増
やす「店舗型ふるさと
納税」の仕組みの導
入を！

・

　従来のネット型ふるさと納税とは違い、実際に町のお店に
訪れた方が商品を手に取って確かめた上でふるさと納税
ができ、その場で返礼品を持ち帰られるため、交流人口と
地域ファンの増加に繋がるなどのメリットがある「店舗型ふ
るさと納税」。
　交流人口やふるさと納税額が伸び悩む岬町にとって、試
すべきものと考えますが、町への導入について、町の見解
をお聞きします。

（３）
町内を活性する「地域
ポイント」制度の導入
を！

・

　町内経済を循環させ地域経済の活性化を生む「地域ポイ
ント」制度。
　公共サービスの利用やボランティア活動への参加、また
イベントの景品などでポイントを贈呈するなど、制度の工夫
次第で経済の活性だけでなく、民間と行政との協働・協創
のまちづくりも促進できる可能性を秘めています。
　協働・協創が進まず町内経済の衰退が進む岬町。地域
ポイント制度の導入について、町の見解をお聞きします。

松尾　匡

坂原 正勝


